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回答者

大学の企画としての活動経緯

もともと京都橘大学は女子大で、私は文化政策学部でアート

マネージメントを教えていました。学部長から何か学外企画をし

てくださいと話があり、女子大ということもあって、若手の女性

のアーティストとアートマネージャーが集まって何かやろうと

思いました。1年目はダンス＋音楽＋上田假奈代さんのパフォー
ミングアーツ、2年目は現代アートの展示、3年目は暮らしに着
目して、大学周辺の竹など自然を利用した生活アート、4年目に
移動する芸術としてチンドン屋をしました。チンドン屋では、山

科音頭を復活させました。

5年目に入ったときに、まちかど芸術をすることになり、演劇
を見せながら、移動して、大学に到着するアイデアが出てきまし

た。移動すると言えば、他には紙芝居かなと話が進みました。地

域の子どもと、認知症などを患う高齢者と、NPO法人わくわく
の運営する太陽クラブというサークルに通う知的障害のある人た

ちと一緒に、演劇・紙芝居で一つの作品を作り上演することにし

ました。フェスティバルゲートの中にあった「むすび」で紙芝居

をやっていたアーティストの林加奈さん、コーディネーターの井

手上春香さんとの話の中で流れが決まっていきました。

運営は行政からの補助金と、大学の予算でまかなっています。

最近は学部が文化政策学科から現代ビジネス学部に変わってし

まって、学生のアートへの興味も薄れがちです。学生からの参加

者はほとんどいなくなっています。

昔は教育と地域連携の両輪で成り立っていた活動で、そこから

公共政策を考えたり、学生の卒論のテーマになったりしていまし

た。

木暮宣雄さん（京都橘大学現代ビジネス学部教授）

紙芝居とアート の関係性

紙芝居は、何かに特化しにくい人でも挑戦できる、自由度が高

いアートです。面白いメディアだと思い、その企画を継続して

いくことにしました。歴史的にも紙芝居というのは、専門家で

ない人が行い、専門家でない人が見る芸術である、限界芸術の

実践だと思っています。やっていることを訳の分からないもの

にするというのが実はテーマです。難しく言えば、人の創発性

（emergence）を探る活動です。
コミュニティの形成とまでは行きませんが、異なる人たちの共

生の場だと思っています。継続していることで、障害のある人の

楽しみが増えたというふうには思います。めくるめく紙芝居を

はじめた林さんは、アートは世界平和だと言っています。だから

本当は学生にも来てほしいです。

参加してもらうアーティストにとっても、めくるめく紙芝居は

社会を知るという機会になると思っています。関西のアーティス

トの活動を支援することも目的です。

活動継続への課題

参加者は、大体15から 20名ぐらいでNPO法人わくわくの
グループホームメンバーが参加することが多いです。林さんと

学生と障害のある人たちで紙芝居にする話を考えていきます。

テーマを決めて書いた絵をバラバラにして、話を作ったりしてき

ました。最近では、障害のある人がテーマを持ってきます。例え

ば、仕事で少し嫌なことがあった人が、それぞれの参加者の配役

割振りを紙に書いてきてアルプスの少女ハイジをやりたいと言う

ので、やるしかなくなり皆でやってみたり。公演の日なのに小道

具を忘れてきたから、観客とその場でワークショップをして道具

を作って、上演にこぎつけたり。訳分からない感じでやっていま

す。
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紙芝居を作るワークショップを月に大体１回はして、１年に

１回は発表します。活動の拠点である京都市山科青少年活動セン

ターのお祭り、「やませいまつり」で発表の機会があることが、

活動のモチベーションになっています。

活動に参加している障害のある人たちは、40代ぐらいに年齢
が上がってきました。めくるめく紙芝居をはじめた当初は、もの

すごい喧嘩をする人もいましたが、年齢が上がってきて、今はそ

ういうこともないです。ヘルパーさんの参加者の中でも、ヘル

パーを辞めた後も通ってくる人もいます。場が開いているから、

行こうかなという居場所になっているようです。

参加者の年齢が上がっていくことで、活動場所の青少年セン

ターが利用しにくい気持ちもあります。また新しい参加者が入り

にくい、学生とマッチングすることが難しくなってきています。

今後は、例えば山科で子ども食堂が増えているので、そういった

地域の他の団体と協力して何かできるかもしれません。

行政に求めること

広報で活動を取り上げてもらうなどすると嬉しいです。福祉と

アートというのは、一緒なようで、行政のポジションとしてはか

なり離れているはずです。双方が交流して一緒に何かしてもらえ

ると、福祉とアートの交差する環境を用意できるようになってい

くのではないでしょうか。

2006年より一人芸を起源とする「 紙芝居」 を起点としつつ、

障害のある人もアーティ スト も、 学生やまちの人も一緒に

なって、 美術工芸や音楽ダンス、 コント などの要素を取り入

れた作品づく りを行う 。 山科地区で誰でも参加できるワーク

ショ ップを継続・ 展開している。
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